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山
田
安
彦
著
古
代
東
北
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ー
東
北
日
本
陀
な
け
る
律
令
国
家
と
蝦
夷
の

漸
移
地
帯

κ関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究

早
く
も
一

O
年

K
な
ろ
う
か
、

ム
が
今
左
な
続
い
て
い
る
。
と
の
現
象
に
対
し
て
私
は
、

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
便
乗
し
た
古
代
史
プ
!

「
大
衆
は
凶
っ
た
い

何
を
求
め
何
に
期
待
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
問
い
か
け
た
〈
左
る
。
大
衆
が

意
識
す
る
し
左
い
か
に
拘
ら
ず
、
今
日
的
在
意
味

κ問
う
て
い
る
人
が
多
い
の

は
事
実
で
あ
る
。

と
う
し
た
意
味
げ
凡
な
凶
て
、
岩
手
大
学
の
山
田
安
彦
教
授
陀

よ
る
「
古
代
東
北
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
在
る
著
は
、
東
北
げ
凡
な
け
る
多
く
の
古

代
の
謎
陀
対
す
る
地
理
学
側
か
ら
の
解
明
を
示
唆
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ

る

一
般
的
に
「
古
代
東
北
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
地
域
構
造
」

K
か
か
わ
る
課
題

は
、
資
料
的
に
み
て
も
個
人
の
手
で
負
え
ぬ
も
の
を
感
じ
る
。

し
か
し
、
著
者

は
る
え
て
と
の
問
題
に
取
り
組
み
、
多
く
の
業
績
を
摂
取
し
、
全
体
的
な
展
望

を
与
え
、
地
の
利
を
生
か
し
た
丹
念
な
調
査
陀
基
い
て
・
ま
と
め
あ
げ
て
凶
る
。

そ
し
て
、
本
書
の
随
所
に
は
、
著
者
が
本
研
究
を
遂
行
す
る
た
め
勤
務
地
を
京

都
か
ら
盛
岡
に
移
す
左
ど
、
研
究
陀
対
す
る
意
気
込
み
と
地
道
で
継
続
的
左
仕

事
の
一
端
が
伺
わ
れ
る
。

ま
た
、
本
書
は
、
通
読
し
た
際
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
す

れ
ば
、
永
年
陀
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
研
究
の
集
大
成
」
と
い
う

よ
り
は
古
代
東
北
に
な
け
る
歴
史
地
理
学
研
究
の
充
実
・
発
屡
を
図
る
た
め
の

手
掛
り
と
念
る
著
作
で
あ
る
と
解
し
た
い
。
本
書
が
地
理
学
側
よ
り
も
歴
史
学

側
の
研
究
者
陀
一
読
さ
れ
る
と
と
を
願
っ
て
、
と
と

K
本
書
の
構
成
陀
従
つ
て

の
要
約
と
若
干
の
感
想
を
述
べ
左
が
ら
紹
介
す
る
。

著
者
が
考
え
て
凶
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
と
は
何
か
、

『
人
文
地
理
』
二
七

巻
三
号
「
学
界
展
望
」
に
は
、

「
康
史
の
地
理
学
的
研
究
は
歴
史
主
義
に
立
脚

す
る
が
、
歴
史
地
理
学
は
地
域
主
義
の
立
場
を
と
る
。
従
っ
て
、
歴
史
地
理
学

は
人
間
が
関
与
し
た
地
域
構
成
要
素
の
組
立
て
や
そ
の
組
織
の
成
立
発
展
過
程

と
、
人
間
の
土
地
妃
対
す
る
理
念
や
科
学
思
懇
・
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
る
地

域
の
カ
テ
ゴ
リ
の
変
遷
と
の
関
連
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
と
に
歴
史
地

理
学
的
研
究
の
現
代
的
意
義
を
認
め
る
」
と
し
て
い
る
。

か
か
る
観
点
に
立
つ

て
著
者
は
「
地
域
(
景
観
)
の
構
造
を
追
求
し
て
、
地
域
の
特
性
を
把
握
す
る
」

と
し
て
東
北
に
な
け
る
律
令
国
家
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
そ
の
実
証
の
場
を
求
め

て
い
る
。

序
章
1

古
代
東
北
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
歴
史
地
理
学
的
意
義
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

を
究
明
す
る
際
に
は
、
①
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
移
動
を
究
明
し
、
国
家
や
文
化
の

- 33 -

領
域
の
拡
大
や
文
化
の
伝
播
を
把
握
、
②
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
移
動

K
よ
り
、

νョ

か
げ
比
地
域
が
変
遷
す
る
か
を
究
明
、
③
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
未
開
発
地
域
へ
進
展

す
る
際
、
地
域
の
諸
施
設
を
ど
の
よ
う
に
配
置
し
、
ま
た
い
か
な
る
地
域
体
系

を
形
成
す
る
か
を
考
察
な
ど
の
研
究
課
題
が
存
在
す
る
。

し
か
し
、
古
代
東
北

の
場
合
に
は
蝦
夷
の
地
域
構
造
が
明
確
陀
把
握
で
き
な
い
の
で
、
本
研
究
で
は

①
と
③
を
中
心
課
題
と
し
て
い
る
。
資
料
と
し
て
は

歴
史
的
資
料
や
考
古
学

的
事
実
を
材
料
と
す
る
が
、

そ
の
基
底
犯
は
土
地
の
様
相
や
土
地
の
歴
史
的
景

観
か
ら
の
考
察
が
加
味
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
時
代

κよ

っ
て
移
動
す
る
た
め
研
究
対
象
を
、

天
平

t
神
護
景
雲
(
七
二
九

1
七
六
九
)

げ
比
か
け
て
盛
ん
に
城
禰
を
造
営
し
、

そ
れ
を
拠
点
陀
し
て
活
発
に
東
北
開
発
を

推
進
し
た
時
代
で
、
地
域
と
し
て
は
仙
台
平
野
の
北
半
部
に
あ
た
る
「
仙
北
」

地
帯
で
あ
る
と
研
究
の
課
題
・
資
料
・
方
法
・
意
義
を
導
き
出
し
て
い
る
。



第
一
章

i
古
代
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
の
展
望
|

著
者
は
、
最
初
〈
古
代
ア

ロ
ン
テ
ィ
ア
の
概
念
〉
陀
つ
い
て
、
諸
先
学
の
見
解
を
基
礎
に
本
書
で
扱
う
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
を
規
定
す
る
。
そ
れ
は
「
律
令
体
制
と
蝦
夷
の
体
制
と
が
接
触
す

る
地
帯
」
と
し
、
具
体
的
に
は
「
律
令
菌
家
の
東
北
開
発
陀
よ
り
、
蝦
夷
地
が

律
令
体
制
内
に
編
入
さ
れ
、
編
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
地
帯
」
で
あ
る
と
す
る
。

し
て
、

ギ
リ
シ
ャ
勢
力
・
ロ

I
マ
帝
国
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
な
ど
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア

κ開
閉
す
る
研
究
を
《
外
国
k

b
け
る
古
代
国
家
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究

V
で

述
べ
た
の
ち
、
〈
白
本

k

b
け
る
研
究
の
展
望
と
古
代
東
北
の
特
殊
性
〉
へ
と

論
を
展
開
す
る
。
し
か
し
、
東
北
日
本
に
な
け
る
律
令
国
家
の
辺
境
に
か
か
わ

る
研
究
は
歴
史
学
分
野
か
ら
の
研
究
が
多
い
た
め
、
八
蝦
夷
研
究
の
課
題

V
-

八
古
代
東
北
開
拓
の
課
題

V
-
八
辺
境
条
里
の
研
究
課
題

V
-
八
城
柵
研
究
の

課
題

V
左
ど
の
諸
課
題
別
に
整
理
し
た
の
ち
、
今
後
の
研
究
課
題
を
〈
歴
史
地

理
学
的
研
究
と
問
題
点

V
と
し
て
提
示
す
る
。

と
れ
は
脚
注
の
量
で
も
明
ら
か
左
よ
う
に
、
古
代
の
東
北
地
方
花
関
す
る
研

究
を
網
羅
し
尽
し
て
な
り
、
今
後
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
極
め
て
有
効
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
短
絡
的
陀
結
論
を
得
ょ
う
と
す
る
私
に
は
、
論
述
の
寝
開
の
深
さ
・

難
解
左
文
章
表
現
と
多
大
な
研
究
課
題
な
ど
の
た
め
、
著
者
の
意
図
す
る
「
I

古
e

代
東
北
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
地
域
権
造
究
明
」
の
問
題
点
を
把
握
せ
ず
陀
終
っ

た
観
が
あ
る
。

第
二
章
|
古
代
東
北
げ
凡
な
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
形
成
過
程

i

研
究
史
の
系
譜
的
考
察
と
多
く
の
課
題
を
ふ
ま
え
て
、

第
一
章
の

い
よ
い
よ
本
論
が
襲
開

さ
れ
る
。
八
稲
作
文
化
の
東
北
進

V
-
八
古
墳
文
化
の
東
北
へ
の
伝
播

V
の
項

か
ら
左
る

A
律
令
前
代
に
な
け
る
水
稲
耕
作
の
北
進

V
で
は
、
弥
生
・
古
墳

時
代
の
各
遺
跡
を
指
擦
に
し
て
両
文
化
の
伝
播
経
路
や
文
化
波
及
の
遅
速
左
ど

新
味
の
あ
る
考
察
を
加
え
、
律
令
国
家
に
よ
る
東
北
開
発
の
進
屡
以
前
の
地
域

構
造
を
描
出
し
て
い
る
。

た
だ
、
第
三
国
東
北
地
方
に
が
け
る
群
集
墳
の
分
布

国

κ関
し
て
、
群
集
墳
関
係
地
名
の
挿
入
と
秋
田
県
に
み
ら
れ
る
群
集
墳
の
解

釈
が
気
wk-
左
る
点
で
あ
る
。
次
だ
著
者
は
、
八
一
律
令
体
制
と
地
方
行
政
の
組
犠

そ

V 
r
k
h
F
h

て
古
墳
時
代
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
な
け
る
仙
台
平
野
北
部
の
他

北

κ律
令
政
府
が
開
発
の
拠
点
と
し
て
、

か
つ
対
夷
政
策
の
前
線
基
地
と
し
て

の
城
柵
を
天
平

f
宝
亀
(
七
二
九

1
七
七
O

)

V

L

か
け
て
配
置
し
た
点
を
重
視

す
る
。

ζ

の
と
と
は
仙
北
に
開
拓
を
前
進
さ
せ
、
班
回
収
授
陀
よ
る
公
民
日
課

役
の
民
を
配
置
し
て
集
落
を
形
成
せ
し
め
た
と
と
を
意
味
す
る
と
し
、

「
続
日

本
紀
」
そ
の
他
六
国
史
の
関
係
記
事
か
ら
八
建
郡
の
進
展

V
の
分
析

「
倭
名

類
豪
抄
」
陀
よ
る
郷
の
分
布
か
ら
へ
い
郷
の
形
成
か
ら
み
た
辺
境
地
帯

V
を
考
証

し
て
阿
る
。
以
上
の
よ
う
左
古
墳
の
分
布
な
よ
び
律
令
体
制
下
の
建
郡
状
態
や

城
柵
配
置
左
ど
の
考
察
か
ら
、
阿
武
隈
川
下
流
よ
り
追
川
流
域
に
か
け
て
の
範

囲
が
欝
奥
に
な
け
る
律
令
国
家
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
っ
た
と
と
を
論
証
す
る
。

現
在
で
も
友
会
多
く
の
農
村
で
は
神
社
が
農
耕
生
活
・
精
神
生
活
の
中
核
的

存
在
で
あ
り
ま
た
村
人
達
の
共
通
の
場
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

と
の
よ
う
左

社
会
倫
理
が
共
同
体
構
造
の
基
盤
1
F
F

左
り
、
地
域
の
空
間
秩
序
を
形
成
し
て
い

る
も
の
と
し
て
、
著
者
は
神
社
の
分
布
定
着
目
し
て
い
る
。

と
の
八
式
内
社
の

分
布
と
辺
境
地
帯

V
段
、
東
北
げ
凡
な
け
る
律
令
国
家
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究

κ

対
し
て
詳
細
に
精
神
生
活
面
か
ら
続
出
め
え
点
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
っ
た
c

論
述
は
八
墜
奥
r
L
h
v

け
る
弐
内
社
の
分
布

V
か
ら
は
じ
ま
る
。

「
延
喜
式
一

の
式
内
社
を
指
標
K
数
的
在
検
討
を
試
み
た
結
菜
、
仙
北
で
は
一
三
郡
四
三
郷

で
式
内
社
三
六
社
あ
り
、
大
体

一
一
湾
冗
一
社
が
鎮
座
し
、
仙
南
で
は
六
郷

三
八
郷
で
二
二
社
あ
っ
て
三
回
却
に
一
社
が
勧
誘
き
れ
て
い
る
と
と
か
ら
郷
村
の
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形
成
と
神
社
。
存
在
と
の
か
か
わ
り
J
T
強
調
す
る
。

そ
し
て
式
内
伎
の
立
地
、

城
柵
と
の
分
布
調
係
七
と
論
を
接
関
し
て
行
ぐ
C

次
げ
一
、
開
拓
を
推
進
さ
せ
る

そ
の
墓
地
と
な
っ
た
集
落
に
寄
神
を
記
り
、
ぞ
の
神
戒
を
奉
じ
て
さ

際
児
は
、

ら
げ
ル
前
進
さ
せ
る
・
と
い
け
う
一
関
係
を
八
、
笠
島
・
香
取
神
社
奇
社
の
分
布
し
v

で
一
一
追
究

し
、
人
入
植
地
ろ
吟
一
派

V
で
は
関
東
か
ら
の
入
植
地
を
郡
郷
名
よ
り
探
求
し
て

い
る
。さ

ら
に
式
内
社

D
祭
神
の
機
誌
と
地
域
と
の
結
合
関
係
吃
つ
い
て
は
、
へ
川
式

内
社
祭
神
か
ら
み
た
地
域
的
課
相
ゾ
げ
ん
な
い
て
解
明
判
じ
よ
う
と
す
る
ο

と
の
場

ム
口
、
祭
神
を
機
詑
別
三
分
類
し
て
考
察
し
た
結
果
、
仙
叱
は
洪
水
の
常
習
的
発

生
地
帯
で
あ
り
、

「
水
ノ
加
二
を
祭
神
と
す
る
掲
げ
一
社
が
多

f
、

ま
た
水
源
の
浦
一
一

「
山
ノ
神
一
も
勧
誘
さ
れ
て
ハ
る
。
他
方
、
律
令
国
家
の
辺
境
地
帯
K
る
た
る

関
係
か
ら
開
拓

D
或
功
と
辺
境
の
守
備
・
戦
勝
の
祈
願
の
「
石
の
神
一
も
多
ぐ

み
ら
れ
、
祭
神
機
能
と
地
域
的
課
題
ー
と
の
相
関
が
み
ら
れ
た
と
咽
興
味
あ
る
報
告

を
し
て
凶
る
。

と
れ
ら
の
論
考
を
務
ま
え
三
上
で

神
社
と
生
活
地
竣
ウ
蒋
造
ソ
v
t
T
)

明
ら
か

r
L

す
る
。
律
令
軍
家
〈
よ
る
烹
北
経
誉
心
主
目
的
は
、
水
自
の
謁
発
を
推
進
す

る
陀
あ
っ
た
。

し
か
し
、
山
花
ふ
辺
境
地
帯
は
、
吋
夷
h
v

最
前
倒
様
で
あ
り
、
一
均

或
を
背
景
応
対
夷
政
策
を
推
進
さ
せ

r
?っ
と
元
来
氏
神
で
る
つ
た
農
業
減
ン
三
口
口

社
従
昇
格
き
ぜ
た
り
、
ま
た
非
常
時
て
備
え
て
の
祭
神
児
「
釜
石
神
一
を
奉
詑

さ
せ
た
!
り
す
る
曲
授
業
神
と
守
護
神
ベ
コ

一
十
一
四
件
一
を
備
え
る
よ
う
に
左
っ
た
ョ

そ
の

後
、
神
社
陀
対
す
る
山
中
不
敬
の
範
四
本
ν

広
く
を
i

円
、
神
社
閣
の
関
連
も
生
仁
、
十
一

氏
神
の
広
域
的
在
一
信
仰
圏
と
小
氏
神
の
一
旬
投
的
主
題
域
と
が
重
4
0

っ
て
重
意
的

圏
構
造
を
構
成
し
て
円
た
と
す
る
c

著
者
三

〈ア)

が
古
代
池
域
の
地
一
一
吠

的
秩
序
を
形
成
し
て
な
り
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
仙
北
に
な
い
て

国
家

的
事
業
と
し
て
の
東
北
鶏
拓
を
前
進
さ
さ
る

支
え
対
夷
改
策
上

レ」

4lfn
、

の
地
域
の
守
潟
体
制
の
地
域
住
ー
系
!
と
も
4
F
f
一
γ;'
つ
心
一
認
を
指
箔
ず
る
。

ヘ
ハ
東
北
開
発
拠
点
。
送
受

V
問
還
で
は
、
川
内
い
北
地
世
市

K

P
ハ
パ
て
畿
内
文
化
や

律
令
体
制
の
北
進
が
鈍
っ
て
い
U

る
点
を
検
討

こ
み
停
帯
r

菱
自
を
£
蝦
夷
と

律
令
国
家
領
域
ど
の
文
化
的
渇
差
が
あ
?
り
、
高
校
門
文
化
と
対
f
'
Q
抵
抗
日
か
あ
っ

た
こ
と
、
あ
)
律
令
体
制
が
前
進
す
る
際
医
蝦
夷
集
団
し
九
一
F

衝
突
が
み
ら
れ
た
と

し
し
、
⑤
仙
北
に
律
令
体
制
ポ
進
出
し
て
き
た
時
期
に
ぽ
、
ち
ょ
う
ど
向
体
制
の

内
的
矛
賓
が
一
頭
存
花
し
始
め
て
去
り
、
東
北
開
発
・
対
夷
政
策
疋
集
中
で
き
な
か

っ
た
こ
と
左
ど
の
涯
史
的
事
象
を
あ
げ
て
円
る
一
と
と
で
の
r

主
述
三
文
化
的
現

象
の
機
能
的
結
合
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
把
還
し
、
地
域
体
系
の
究
明
に
と
そ
の
意

欲
的
な
面
が
び
し
び
し
と
感
じ
ら
れ
た
部
分
で
毛
っ
た
c

第
三
章
1

吉
代
東
北
に
な
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
心
自
然
的
基
礎

一 35

と
こ
で

は
律
令
ハ
俸
制
が
仙
北
地
帯
へ
穆
透
し
え
乏
か
つ
て
白
然
的
条
件
を
探
ろ
う
と
す

る
o 

j作

仙
北
平
野
の
特
性
と
洪
水
〉
の
節
て
h

t

h

て

初
、
低
地

D
分
布
f
J
-

八
¥
仙
北
の
河
川
状
況
〉
か
ら
分
析
す
る

士
r

心
ー
と
、
仙
北
地
帯
は
沼
田
高

、，

才1

一
口
米
以
下
の
ほ
品
地
が
内
陸
相
同
/
¥
入
り
込
み

主主

円
ハ
の
河
床
勾
配
も
小
さ
い

だ
わ
中
流
か
ら
下
流
域
だ
か
け
て
大
規
模
禿
辺
宍
地
と
低
湿
地
引
分
布
し
て
凶

る
c

ま
3
7
一
、
仙
北
ば
台
風
襲
来
頻
度
が
多
凶
え
め
豪
雨
発
宝
も
頻
発
し
、
洪
水
発

生
常
習
地
世
間
に
も
叫
つ
て
回
る
。

と
れ
ら
の
一
之
二
、
一
江
八
一
一
台
…
川
の
標
高
一

C
l
二

O

米
付
近
を
境
児
、

上
流
で
は
洪
水
流
水

K
よ
る
流
失
埋
没
型
被
害
が
多
く
、

T 

流
で
は
共
水
に
よ
る
長
期
清
水
型
夜
~
き
が
み
ま
〔
J
J

ず
い
る
c

次
に

こ
れ
ら
の

条
件
と
水
田
経
営
と
の
-
か
か
わ
り
を
〈
洪
水
の
範
囲
と
被
害
状
況

V
-
〈
仙
北

に
な
け
る
災
害
の
頻
度
〉
だ
な
い
で
考
察
!
)
た

、
東
北
陀
な
い
て
は
大
凶

μ

町
げ
が
約
三
日
)
平
田
叫
期
で
発
生
!
日
、
そ
の
大
凶
作
か
↓
一

t
二
一
年

し
て
起
っ
て



な
り
、

と
れ
が
東
北
あ
る
い
は
仙
北
げ
礼
会
け
る
水
自
の
開
発
を
大
き
く
停
滞
さ

せ
る
要
閤
で
あ
る
と
す
る
。

八
仙
北
平
野

κ
な
け
る
土
地
生
産
性

V

る
水
田
土
地
生
産
性
を
把
握
す
る
た
め
、

で
は
、
仙
北
平
野
の
古
代
陀
が
け

「
倭
名
類
豪
抄
」
所
載
の
「
全
国
出

挙
稲
薗
別
本
稲
束
数
」
を
基
げ
比
し
て
八
奈
良
時
代
の
土
地
生
産
性

V
を
推
測
し
、

と
れ

K
八
明
治
以
降
の
水
稲
収
量
の
推
移

V
-
八
局
地
的
新
田
史
料
の
吟
味

V

左
ど
遡
源
的
方
法
を
用
い
て
究
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

古
代
東
北
K
あ
っ
て
は
、
不
利
な
地
形
的
・
気
候
的
条
件
で
あ
っ
た
が
、

方
で
は
濯
概
す
る
必
要
労
力
を
省
力
化
し
う
る
低
湿
地
の
利
用
と
い
う
有
利
性

が
あ
り
、
著
者
は
と
の
観
点
に
立
っ
て
八
一
低
湿
地
の
分
布
と
古
代
域
柵
の
立

地

Vと
の
関
係
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
。
八
低
湿
地
利
用
と
古
代
城
柵

V
で
は

城
柵
が
東
北
開
拓
の
政
府
の
出
先
管
理
的
基
地
と
し
て
考
え
、

ζ

の
城
柵
が
何

故
低
湿
地
の
近
傍
に
造
営
し
た
か
と
い
う
課
題
を
、
低
湿
地
に
な
け
る
水
稲
栽

培
の
利
点
花
求
め
、
城
柵
構
内
に
低
湿
地
を
包
含
す
る
土
地
は
災
害
非
常
時
陀

備
え
て
の
耕
地
で
あ
り
、
水
稲
耐
寒
品
種
選
抜
の
た
め
の
試
験
回
的
念
耕
地
で

あ
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
八
低
湿
地
と
古
代
瓦
窯
の
分
布

V
や
減
柵
と
瓦
窯
の

地
域
的
関
連
性

κ
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
。
以
上
の
論
考
か
ら
、
仙
北
地
帯
は

律
令
国
家
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
東
北
開
発
と
対
夷
政
策
の
地
方
行
政
管

理
の
拠
点
と
し
て
の
城
柵
が
集
中
的
に
造
営
さ
れ
、
城
柵
の
持
久
体
制
の
一
環

と
し
て
周
辺
の
沖
積
低
地
に
条
皇
制
を
施
行
し
て
農
業
生
産
地
や
集
落
を
整
備

し
た
り
、
丘
陵
斜
面
を
控
え
た
地
点
陀
瓦
窯
を
造
成
し
た
。

し
か
し
、

ζ

れ
ら

の
開
発
は
局
地
的
で
あ
り
、
仙
北
全
域
に
わ
た
る
広
域
的
念
開
発
は
進
ま
左
か

っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
読
者
か
ら
す
れ
ば
、
本
章
第
一
節
の
部
分
は
、
論
考
の

過
程
で
や
む
を
得
左
い
か
も
し
れ
左
凶
が
、
第
二
章
の
最
初
で
記
述
さ
れ
た
ほ

う
が
理
解
さ
れ
や
す
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
四
章

!
律
令
体
制
に
よ
る
古
代
東
北
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

k

b
け
る
地
域

的
整
備

l

と
と
で
は
、

か
か
る
局
地
的
な
開
発
を
条
里
施
行
に
求
め
て
考
証

し
よ
う
と
す
る
。
ま
ず
〈
辺
境
条
里
の
意
義

V
で
は
、
東
北
に
な
け
る
条
里

存
在
を
「
続
日
本
紀
」
そ
の
他
の
古
文
献
記
載
に
よ
る
柵
戸
・
開
拓
農
民
の
入

植
左
ど
律
令
政
府
の
東
北
経
営
の
経
緯
か
ら
条
里
施
行
の
可
能
性
を
推
察
し
、

仙
台
乎
野
の
条
里
施
行
陀
関
し
て
も
、
古
文
献
の
分
析
・
土
地
割
な
ど
か
ら
そ

の
施
行
時
期
を
宮
城
野
平
野
で
は
八
世
紀
中
葉

κ、
仙
北
平
野
で
は
八
世
紀
後

半
に
推
定
し
て
い
る
。
次

κ、
東
北
開
発
の
進
壊
や
そ
れ

κ関
連
す
る
条
里
の

施
行
状
態
を
具
体
的
K
把
握
す
る
た
め
〈
人
口
と
農
家
戸
数
の
推
計

V
を

行
っ
て
い
る
。
著
者
の
〈
古
代
東
北
の
人
口
推
計

Vκ
よ
れ
ば
、
陸
奥
田
の
人

ロ
は
二
一
八
、

O
六
五
人
、
出
羽
国
で
は
一

一
O
、
六
八
一
人
で
あ
る
。
仙
北

- 36ー

平
野
の
各
都
に
な
け
る
人
口
・
戸
数
・
口
分
図
面
積
分
よ
び
条
里
地
割
施
行
面

積
の
推
定
を
八
仙
北
各
都
の
人
口
と
農
家
戸
数

V
で
試
み
た
結
果
、
仙
北
各
郡

の
沖
積
平
野
部
に
は
比
較
的
広
範
囲
陀
わ
た
っ
て
条
里
が
施
行
さ
れ
て
い
た
可

能
性
が
強
い
と
推
論
す
る
。
そ
し
て
、
《
城
柵
と
条
里
型
土
地
割
の
分
布

V

に
た
い
て
条
塁
型
地
割
K
類
似
す
る
土
地
割
を
八
玉
造
柵
周
辺
の
条
里
型
土
地

割

V
・
八
名
生
遺
跡
と
そ
の
周
辺
の
条
里
型
土
地
割

V
-
八
新
田
柵
と
近
傍
の

条
里
型
土
地
割

V
-
八
伊
治
城
周
辺
の
条
里
型
土
地
割

V
左
ど
擬
定
さ
れ
て
い

る
城
柵
の
周
辺
r
k

求
め
、
現
地
陀
保
存
さ
れ
て
い
あ
「
地
押
図
」
か
ら
条
里
地

割
の
遺
構
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
は
八
仙
北
条
里
の
特
殊
性
と
分
布
環

境

V
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
仙
北
平
野
の
条
里
型
土
地
割
は
、
全
般
的
に
み
て

法
則
的
規
定
の
条
里
地
割
の
一
町
平
方
の
基
本
形
か
ら
著
し
く
変
形
し
て
同
ゐ
。

そ
の
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
①
盟
家
的
事
業
と
し
て
東
北
開
拓
を
推
進
す
る
際



陀
詳
細
・
精
績
な
測
量
を
実
施
す
る
時
間
的
余
裕

hm
左
く
、
応

画
と
土
地
割
を
決
定
し
、
早
〈
橋
戸
や
入
植
者
を
定
住
さ
せ
る
必
要
ト
~
、
ま

条
問
主
ァ
己

た
、
律
令
体
制
の
矛
盾
か
ら
経
済
的
余
裕
が
左
〈
条
塁
の
施
行
予
粗
雑
f

一
三
つ

ぇ
。
②
低
湿
地
が
多
く
気
候
や
河
川
の
状
態
だ
よ
り
洪
水
の
流
水
ゐ
浮
い
性
、
f
h
J

た

め
耕
地
割
が
境
乱
さ
れ
た
。
③
、
永
一
年
の
耕
作
過
程
の
繰
返
し
た
よ
っ
て
な
庁
合
部

が
徐
々
陀
変
形
さ
れ
た
左
ど
の
要
因
だ
よ
る
と
す
る
c

こ
れ
ら
っ
し
L
4
i
山
刊
剖
一
二

区
画
約
六
六
間
の
方
形
地
割
で
あ
り
、
仙
北
の
場
合
は
八

1
一
」
?
リ
て

の
ず
れ
が
生
じ
た
特
殊
な
も
の
と
す
る
。

、

シ

加
え
て
仙
北
平
野
心
条
主
主
土
寸
法

割
の
分
布
環
境
児
つ
凶
て
も
記
述
し
て
い
る
。
仙
北
平
野
に
か
け
る
そ
乏
ぺ
一
な

割
が
第
二
八
・
二
一
二
・
三
三
・
二
一
七
図
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
心
分
布
担
ぺ
一
ゴ
一
↑

7
一同

ら
か
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
怠
わ
れ
る
。
第
二
一
一
一
凶
か
と
ノ
美
主

を
求
め
よ
う
と
し
て
も
私
冗
は
見
つ
か
ら
な
い
。
は
F

え
し
て
こ
わ
Y
J々
一工中一則一一一ム

地

割

だ

ろ

う

か

と

疑

問

を

持

つ

。

ま
た
宮
城
野
平
野
や
士
口

E
1
h
J
一一市一
J
4
d

吉
岡
付
近
の
地
割
を
示
し
て
欲
し
か
っ
士
。

第
五
章

l
古
代
東
北
の
拠
点

i

著
者
ぽ
、

ア
ロ
ン
テ
ィ
ア
わ
山
一
一
寸
戸
川
一
:
崎
一
4
1

-
Y

一
地
域
の
組
合
せ
や
そ
の
結
合
関
係
を
把
握

F
る
必
要
性
を
強
一
元

L
1
Dへ

栂
と
古
瓦
の
今
布
ソ
で
は
地
域
的
中
心
機
能
を
備
え
る
液
晶
間
心
一
定
萱
士
立
心
三
九
一

へ
古
瓦
研
究
の
歴
史
地
理
学
的
意
義

γ
・
へ
古
代
瓦
窯
ハ
立

主
〕
一
九
勺
一

流
通
圏
域
の
規
定

J
と
論
を
臼
世
間
刊
す
る
G

宝
産
地
ー
と
消
費
地
レ

白
一
1
1
1
1
1
一

高
一
一
一
一
時
ノ

ら
す
れ
ば
、
両
者
た
は
広
域
的
流
通
圏
域
と
局
地
的
流
通
宣
空
室
内
ぽ
ヨ
灼
係
主

が
と
と
に
も
形
成
さ
れ
て
い
そ
と
す
る
。
ハ
域
国
V
J
J
f
一核
J

一1
L
L
r

しル
γ

f

コ

八
城
柵
と
外
塁
線

V
-
λ
い
城
椛
と
番

k
集
落
ソ
・
¥
或
楠
L

し一一同一

の
関
係
を
検
討
し
、
八
域
情
と
峰
の
記
置

V
-
人
、
域
柵
と
条
一
一
五
剤
L
1
γ
J

リ
~
J
L
l

f
s
d
J
J
I
 

布

V
・
八
城
柵
と
瓦
窯
の
A
M

布
一
ソ
な
ど
の
関
係
を
造
内
九

J

N

Y

ハ
ム

」

4
1
ι
¥

一
F
L
r
d
q
i

北
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
げ
に
な
け
る
地
域
体
系

V

を
把
握
し
た
。
律
令
国
家

夷
の
漸
移
地
帯
に
な
け
る
地
域
体
系
は
、
陸
突
の
中
核
を
な
す
多
賀
城
を
中
、
ト
一

児
し
て
奈
良
時
代
中
期
だ
は
北
に
向
っ
て
約
三

0
キ
ロ
圏
域
定
多
賀
城
の
政
治

的
・
行
政
的
管
理
範
囲
が
形
成
さ
れ
、
後
期
比
は
そ
の
広
域
的
理
域
が
約
五

O

キ
口
に
拡
大
し
て
出
る
。

ま
た

と
の
圏
域
内
だ
は
、
減
柵
の
北
側
二

1
四
キ

ロ
ア
~
外
塁
線
を
設
け
、
城
柵
の
一
周
部
近
傍
だ
条
里
を
施
行
し
、
集
落
F
L

は
室
付

的
形
設
を
整
え
、

さ
ら
げ
}
瓦
窯
を
造
営
す
る
左
ど
、
仙
北
の
各
城
柵
を
中
心
L
」

し
え
局
地
的
土
政
治
的
・
行
政
的
領
域
と
開
拓
集
落
。
生
活
圏
(
半
径
二

1
四

叶{
~ ~ 

キ
口
)
域
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る
c

こ
れ
ら
の
池
域
体
系
は
政
治
的
・
行
政
的

管
理
面

f
p
u
て
も
、
生
産
生
活
面
あ
る
い
は
精
神
生
活
面
に
も
二
重
重
層
的

構
造
を
構
内
戒
し
て
凶
た
と
想
定
す
る
。
結
立
早

i

古
代
東
北
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に

な
け
る
地
域
形
成
!
は
、
来
北
だ
な
け
る
律
令
富
家
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
究

明
児
際
し
て
の
課
題
陀
対
す
る
論
証
経
過
の
要
約
か
ら
な
る
。

以
ト
」
、
二
七
七
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
本
書
の
概
略
を
紹
介
し
た
に
す
ぎ
左
凶
が
、

こ
ろ
本
を
読
み
終
え
て
、
ま
ず
、
資
料
的
制
約
を
う
け
る
古
代
東
北
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
心
地
戎
構
造
を
多
角
的
吃
考
一
託
し
た
著
者
陀
敬
服
し
え
い
。
た
だ
、
本

書
ペ
ゾ
~

1

5

代
士
東
北
の
ア
ロ
ン
テ

f

ア
一
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
す
れ
ば
、
日
本

海
側
江
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
些
細
な
疑
問
を
抱
凶
え
。
し
か
し
、
本
書

の
文
面
か
ら
察
す
れ
ば
、
出
羽
国
側
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
か
か
わ
る
研
究
成
果

、
も
現
与
で
き
ξ
も
の
と
忠
わ
れ
る
c

本
主
一
園
児
は
、
古
代
菜
北
の
研
究
に
演
す
る

豊
富
士
文
献
(
資
料
)
を
提
供
し
、
ま
た
未
解
決
左
諸
問
題
を
提
起
し
て
い
る

の
で
、
個
人
的
興
味
の
今
野
を
探
究
す
る
読
者
げ
に
と
っ
て
有
用
士
図
書
と
在
る

で
あ
ろ
う
。
霊
史
地
理
学
畑
。
研
究
者
の
み
左
ら
ず
歴
史
学
側
の
研
究
者
児
宏

す
す
め
一
し
v

た
い
。
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